
鳥 海 讃 歌 Ｇ Ｔ Ｈ 通 信 第 ３ ７ 号 令 和 ３ 年 ３ 月 １ 日 （ 月 ）

校 長 室 よ り

母 校 の 誉 れ 継 ぎ ゆ か む

第 ４ ２ 期 卒 業 生 の み な さ ん 、 御 卒 業 お め で と う ご ざ い ま す 。 第 ４ ３ 期 、 第 ４ ４
期 に 当 た る 在 校 生 の み な さ ん は 、 卒 業 生 一 人 ひ と り が 壇 上 で 卒 業 証 書 を 手 に す る
瞬 間 と 先 輩 方 の 勇 姿 を 眼 に 焼 き つ け る べ く 、 式 典 に 臨 ん で く だ さ い 。 在 校 生 の み
な さ ん 、 令 和 ４ 年 、 令 和 ５ 年 の 今 日 は 、 み な さ ん が 主 役 と な り ま す 。 近 い 未 来 を
想 像 し な が ら 、 今 日 の 良 き 日 を 忘 れ ず に 今 後 の 人 生 や 学 校 生 活 を 歩 ん で く だ さ い 。

今 日 は 、 み な さ ん に 仁 賀 保 高 校 同 窓 会 に つ い て お 話 し ま す 。 秋 田 県 立 仁 賀 保 高
等 学 校 は １ ９ ７ ７ 年 に 創 立 し ま し た 。 １ ９ ８ ０ 年 ３ 月 に 卒 業 し た 第 一 期 生 は 、 ２
５ ８ 名 で 現 在 ５ ９ 歳 に 達 し て い ま す 。 今 日 の 良 き 日 に 卒 業 す る ７ ５ 名 を 加 え 、 同
窓 生 は ８ １ ０ ５ 名 と な り ま す 。 最 近 漫 画 界 で 大 ブ レ ー ク し て い る チ ェ ン ソ ー マ ン
の 藤 本 タ ツ キ （ 樹 ） さ ん は 、 第 ３ ２ 期 卒 業 生 で す 。 み な さ ん も よ く 知 っ て い る 超
人 ネ イ ガ ー は 、 第 ９ 期 卒 業 生 の 海 老 名 保 さ ん で す 。

同 窓 会 則 に よ る と 、 「 会 員 相 互 の 親 睦 と 向 上 を 図 り 、 母 校 の 発 展 に 資 す る こ と
を 目 的 」 に し て い ま す 。 会 員 は 正 会 員 と 特 別 会 員 か ら 構 成 さ れ て い ま す 。 正 会 員
の 資 格 は 、 卒 業 生 と 在 籍 し た 者 で 、 総 会 に お け る 承 認 が 必 要 で す 。 特 別 会 員 は 、
仁 賀 保 高 校 の 現 旧 教 職 員 と 定 義 さ れ て い ま す 。 同 窓 会 役 員 は 、 会 長 が 佐 藤 正 樹 さ
ん （ 第 ４ 期 ） 、 副 会 長 は ２ 名 で 亀 山 純 さ ん （ 第 ４ 期 ） 、 金 春 彦 さ ん （ 第 ５ 期 ） で
す 。 会 計 監 査 は ３ 名 、 理 事 に ４ 名 、 幹 事 は １ ９ 名 と な っ て い ま す 。 顧 問 に 金 子 富
士 夫 さ ん （ 第 １ 期 ） が 名 を 連 ね て い ま す 。

一 方 で 、 学 校 側 か ら 顧 問 と し て 校 長 ・ 教 頭 、 同 窓 会 の 会 計 を 担 当 す る 事 務 長 に
は 仁 賀 保 高 校 の 事 務 長 、 校 内 幹 事 ３ 名 と い う 組 織 に な っ て い ま す 。 本 日 卒 業 す る
７ ５ 名 は も と よ り 、 在 校 生 と 教 職 員 の み な さ ん に 、 是 非 と も 同 窓 会 活 動 の 目 的 と 、
母 校 へ の 関 わ り に つ い て 理 解 を 深 め て ほ し い と 思 い ま す 。 仁 賀 保 高 校 の ホ ー ム ペ
ー ジ （ Ｈ Ｐ ） は 、 同 窓 会 の Ｈ Ｐ へ リ ン ク し て い ま す 。 同 窓 会 の Ｈ Ｐ を 見 て 、 活 動
内 容 を 確 認 し て く だ さ い 。

３ 月 １ 日 は 卒 業 式 に 先 立 っ て 、 同 窓 会 入 会 式 が あ り ま す 。 同 窓 会 の 代 表 者 で あ
る み な さ ん の 大 先 輩 が 、 み な さ ん の 入 会 を お 祝 い す る と も に 、 母 校 の 発 展 に 寄 与
す る 手 立 て や 取 り 組 み を お 話 す る 会 で す 。 卒 業 生 の 中 か ら 、 同 窓 会 を 牽 引 す る 理
事 が 選 ば れ 、 み な さ ん に 紹 介 す る 場 で も あ り ま す 。

本 校 の 同 窓 会 の 構 成 員 は 、 他 校 に 比 べ て 年 齢 が 若 く 、 会 長 を は じ め 、 非 常 に ア
ク テ ィ ブ で 、 母 校 の 将 来 に 大 い な る 可 能 性 と 期 待 を 込 め て 活 動 し て い ま す 。 学 校
へ の 冷 房 機 器 や 正 門 前 の 白 い 長 椅 子 の 寄 贈 を は じ め 、 就 職 に 関 す る ア ド バ イ ス 、
に か ほ 市 と の 連 携 協 定 へ の 協 力 等 、 物 心 両 面 で 、 後 輩 の み な さ ん を 支 え て く れ て
お り ま す 。

本 日 晴 れ て 学 び 舎 を 巣 立 つ 第 ４ ２ 期 卒 業 生 の み な さ ん 、 コ ロ ナ 禍 の 世 の 中 で 、
不 安 や 困 り 感 が 生 じ る と 思 い ま す 。 そ ん な 時 は 、 是 非 同 窓 会 を 頼 っ て く だ さ い 。
現 在 、 教 職 員 の な か に も 同 窓 生 が ３ 名 お り ま す 。 ま た 、 本 校 勤 務 ２ ３ 年 を 誇 る 名
誉 同 窓 生 や 、 私 も 仁 （ ２ ） 期 生 と 強 く 肝 に 銘 ず る 自 称 同 窓 生 で す 。 「 仁 賀 保 高 校
を こ よ な く 愛 す る 自 称 同 窓 生 」 は 沢 山 い ま す が 、 み な さ ん は 間 違 い な く 仁 賀 保 高
校 同 窓 生 の 本 流 で す 。

卒 業 す る 第 ４ ２ 期 の み な さ ん は 、 こ れ か ら の 仁 賀 保 高 校 の 益 々 の 発 展 を 支 え て
い た だ き 、 同 窓 会 活 動 に 積 極 的 に 参 画 し て く だ さ い 。
「 母 校 の 誉 れ 継 ぎ ゆ か む 」 、 校 歌 ３ 番 の ラ ス ト フ レ ー ズ を 心 に 刻 み 、 仁 賀 保 高 校
を 永 遠 に よ ろ し く お 願 い し ま す 。

★ ア イ コ ン タ ク ツ （ ｉ con t act２ ） を 心 が け て く だ さ い 。 目 と 目 で 通 じ 合 い 、 face
to face で 向 き 合 い な が ら 、 「 考 え な が ら 行 動 す る 」 笑 顔 の 素 敵 な 人 間 た れ ！

★ メ モ を と る 習 慣 を 確 立 し ま し ょ う 。 生 徒 手 帳 を フ ル 活 用 し て く だ さ い 。 メ モ を と
る 習 慣 は 、 将 来 必 ず 役 に 立 ち ま す 。

★ 意 識 力 ＝ 意 思 ・ 意 志 （ 瞬 間 ） ＋ 気 力 （ 持 続 ） で す 。 意 識 力 を 育 成 す る こ と で 、 学
ぶ 力 が 増 幅 し ま す 。 考 え た こ と を 継 続 し て や り 抜 き ま し ょ う 。

★ Ｇ Ｔ Ｈ は 、 「 疑 問 → 探 究 → 発 見 」 と い う 学 び の 方 程 式 で す 。
★ 「 自 己 有 用 感 」 を 高 め て く だ さ い 。 そ の た め に あ な た は 何 に 挑 戦 し ま す か ?

自 分 が 誰 か の 役 に た つ た め に は 、 感 謝 の 心 と 自 己 肯 定 感 を 持 つ こ と が 大 切 で す ！
★ Ｎ Ｐ Ｔ は 仁 賀 保 高 校 プ ロ グ ラ ミ ン グ 思 考 の 略 称 で す 。 Ｎ Ｐ Ｔ を 意 識 し て 、 学 び を

活 性 化 し ま し ょ う 。 プ ロ グ ラ ミ ン グ は 、 Trial＆ Errorで 進 め ま し ょ う ！


